
骨粗鬆症

骨粗鬆症の骨折リスクを早期発見
する力学的評価法
骨粗鬆症の骨折リスクを早期に発見するための力学的評価
法の確立が望まれています。
骨の X 線 CT 画像を基にした個体別イメージベース有限要
素解析手法（FEA）を開発し、投薬治療中の骨粗鬆症脊椎
を対象に、応力・ひずみ解析に基づく投薬効果と骨折リス
クの評価を行いました。
 研究技術 
　骨粗鬆症の骨折リスクは、骨の形成・吸収によるリモデリングの平衡が崩れ、骨密度が低下し、
応力状態が変化することで増大します。そこで、骨のリモデリングシミュレーションによるミク
ロな骨梁の形態変化の予測と、マクロな骨の応力解析による骨折リスク評価手法を開発し、その
有用性を示しました。
　骨のリモデリングシミュレーションでは、健常例と骨粗鬆症例との比較から、骨の形成・吸収
のバランスの変化に伴う骨梁形態と、骨折リスクに密接に関連する応力分布の変化を評価しまし
た。また、マクロな骨の応力解析では、骨が骨折（破壊）に至るまでの過程で示す非線形な材料
力学的特性挙動を追うことができる荷重増分法を用いた骨折解析シミュレーション手法を提案し、
骨粗鬆症患者の脊椎の解析により得た骨折荷重値とその破壊状況の予測から、骨折リスク評価を
行いました。

・骨リモデリングの平衡状態の変化により、力学的に適応した特徴的な骨梁形態変化パターンを得
ることができました。骨リモデリングシミュレーションに基づく骨の力学的評価手法は、長期的
な骨折リスク予測に有用です。
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・非線形な材料力学的特性挙動を考慮した個体別骨折解析手法により算出された骨折荷重値と破壊
要素分布の変化の評価が、骨粗鬆症脊椎の投薬効果の評価に有用である可能性が示されています。
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・リモデリングによる骨の力学的適応機能の数理モデリン
グ

・骨系細胞の力学環境変化に対する構造と機能の適応シス
テムの解明

・生体組織・医用生体材料・機械構造の実験・計算力学解
析による力学的特性評価と構造最適設計

 問い合せ先 	 龍谷大学	龍谷エクステンションセンター（REC）
	 〒520-2194	滋賀県大津市瀬田大江町横谷1番5
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300


